
新潮社から寄贈された図書を紹介します

▼向田邦子　おしゃれの流儀《向田和子／編、か

ごしま近代文学館／編》　 ▼とりあたま大学－世

界一ブラックな授業！編－《西原理恵子、佐藤

優》　 ▼八万遠《田牧大和》　 ▼楽しく、走る。《平

井理央》　 ▼時計じかけの熱血ポンちゃん《山田

詠美》　 ▼淵の王《舞城王太郎》　 ▼二重螺旋　完

全版《ジェームズ・D・ワトソン、アレクサンダー・

ガン／編、ジャン・ウィトコウスキー／編、青木薫／訳》　 ▼失われた時を

求めて　全一冊《マルセル・プルースト、角田光代／編訳、芳川泰久／編

訳》　 ▼シベリア抑留－日本人はどんな目に遭ったのか－《長勢了治》　 ▼石

油と日本－苦難と挫折の資源外交史－《中嶋猪久生》　 ▼「ゆらぎ」と「遅

れ」－不確実さの数理学－《大平徹》　 ▼謎とき『失われた時を求めて』《芳

川泰久》　 ▼生命と偶有性《茂木健一郎》　 ▼アマゾン　森の貌《高野潤》　

▼私の息子はサルだった《佐野洋子》　 ▼ますます！東京ひよっ子３人暮ら

し～イヤイヤ大魔王降臨！試練の２さいくん編《たかはしみき》　 ▼彼女を

愛した遺伝子《松尾佑一》　 ▼鬼忘島－金融捜査官・伊地知耕介－《江上剛》

▼東京ディズニーリゾート便利帖（第３版）《堀井憲一郎》

●  新潮文庫新刊も多数寄贈されています。

夏休みの課題や読書感想文、早めに始めて

みませんか？

今年の青少年読書感想文全国コンクールの

小学校中学年の部の課題図書には、仙北市

出身の作家塩野米松先生の『かぐやのかご』

も入っています。この機会に大人の方もぜ

ひ手に取って見てください。

７
月
の
テ
ー
マ
展
示
は

『
夏
休
み
読
書
感
想
文
と
自
由
研
究
特
集
』

図書館
情報局

SEMBOKU CITY LIBRARY

イベント交流館（新潮社記念文学館）☎ 43-3333　　7月休館日　6日月　13日月　27日月

7月休館日　6日月  13日月  20日月・祝   21日火・振替   27日月  31日金・月末

田沢湖図書館　☎43-1307

学習資料館　☎43-3333

７月から開館時間が変わります。これまで以上にご利用しやす

くなりますので、ご来館をお待ちしています。

　開館時間：9:00 ～ 18:00
　試行期間：7月 1日～平成 28年 3月 31日

新着図書の紹介

▼芸人と俳人《又吉直樹×堀本

裕樹》　 ▼世界はゴ冗談《筒井康

隆》　 ▼ [ よりぬき ] あたらしい

あたりまえ《松浦弥太郎》　

▼ムーンリバーズを忘れない《は

らだみずき》　 ▼よれよれ肉体百

科《群ようこ》　 ▼劉邦  上《宮

城谷昌光》　 ▼誰でもない彼の秘

密《マイケラ・マッコール》　

▼忘れられた巨人《カズオ・イシグロ》　 ▼記憶に留めん《亀

井實》　 ▼あたらしい離島旅行《セソコマサユキ》　 ▼鉱物

レシピ《さとうかよこ》　 ▼古写真が語る台湾日本統治時

代の５０年《片倉佳史》　 ▼中高年の山歩きおたすけブッ

ク《実業之日本社》　 ▼毒父家族  親支配からの旅立ち《井

上秀人》　 ▼困難な選択　上下《ヒラリー・クリントン》　

▼帰還兵はなぜ自殺するのか《デイヴィッド・フィンケル》

手作り教室

羊毛フェルトでおしゃれな干支づくり

おはなし玉手箱
日時　　7月18日（土）  10:00 ～

場所　　田沢湖図書館  2階

七夕や海のおはなし

紙芝居  大型絵本

楽しく歌ってからだを

動かす  などなど…

入場無料

第 4 回目『亥 - いのしし -』

日時　　7月16日（木） 10:00 ～

材料費　500円

申込締切　7月10 日（金）

申込・問合せは田沢湖図書館へ

集英社

生涯学習課　 ☎ 43-3383

田沢湖公民館 ☎ 43-1061

角館公民館　 ☎ 54-1110

西木公民館　 ☎ 47-3100

ふ
る
さ
と
講
座
【
田
沢
湖
公
民
館
】

親
子
陶
芸
体
験
教
室

　

親
子
で
陶
芸
実
習
を
通
じ
、
自
ら
の
手
で
作

る
喜
び
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
仙
北
市
公

民
大
学
陶
芸
学
科
の
皆
さ
ん
が
丁
寧
に
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
初
め
て
の
方
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
。

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
い
か
が
で
す
か
？

《
日
時
》
７
月
25
日
土 

９
時
30
分
～
11
時

《
会
場
》
角
館
東
地
区
公
民
館　

陶
芸
教
室

《
対
象
》
市
内
小
学
生
の
親
子

《
受
講
料
》
無
料

《
募
集
定
員
》
親
子
６
組
（
先
着
順
締
切
）

《
申
込
期
間
》
７
月
１
日
水
～
16
日
木 

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
街
づ
く
り
へ
の
積
極

的
な
参
画
と
理
解
を
深
め
、
心
の
豊
か
さ
が

育
ま
れ
る
よ
う
交
流
の
場
を
創
出
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
今
年
も
「
仙
北
市
花
の
あ

る
街
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

《
募
集
部
門
》

▼
個
人
部
門
…
自
宅
の
玄
関
、
道
路
沿
い
の

塀
や
庭
、
窓
や
壁
な
ど
の
花
づ
く
り
、
農

用
地
な
ど
の
花
づ
く
り

▼
団
体
部
門
…
グ
ル
ー
プ
や
団
体
に
よ
る
公

園
・
道
路
・
広
場
の
共
有
空
間
、
地
域
な

ど
の
花
づ
く
り

▼
企
業
部
門
…
企
業
や
商
店
な
ど
の
施
設
内

花
の
あ
る
街
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
募
集
中

　

旧
田
沢
村
出
身
の
文
教
の
士
で
あ
る
千

葉
治
平
氏
の
文
学
の
魅
力
に
つ
い
て
学
ぶ
、

ふ
る
さ
と
講
座
「
山
の
湖
の
物
語
」
の
世

界
（
第
１
回
）
が
５
月
20
日
、
田
沢
湖
総

合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
元
角
館
町
教
育
長
で
現
在
大
曲

朗
読
の
会
主
宰
で
あ
る
奥
田
敦
夫
先
生
を

押
絵
手
ま
り
作
り
教
室

　

縫
わ
ず
に
簡
単
手
芸
！ 

花
模
様
の
押
絵
手
ま

り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
ち
り
め
ん
布
を
使
っ
た

可
愛
い
吊
り
下
げ
の
手
ま
り
を
飾
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

今
回
は
市
販
の
手
作
り
キ
ッ
ト
を
使
っ
て
、

基
本
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

《
日
時
》
７
月
22
日
水
・
23
日
木 
９
時
～
12
時

《
会
場
》
西
木
公
民
館　

小
会
議
室

《
材
料
費
》
１
５
０
０
円

《
持
ち
物
》
は
さ
み
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
目

打
ち
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

《
募
集
定
員
》
10
人
（
先
着
順
締
切
）

《
申
込
期
間
》
７
月
６
日
月
～
13
日
月

7月休館日　6日月　13日月　20日月・祝 　21日火・振替

　　　　　27日月　31日金・月末

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
申
込
期
間
の
平
日
８
時
30
分
か

ら
17
時
ま
で
最
寄
り
の
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
者
募
集

公
民
館
講
座

生涯学習  活動紹介

お
よ
び
周
辺
で
の
花
づ
く
り

※
い
ず
れ
の
部
門
も
道
路
か
ら
眺
望
で
き
る
こ
と
を
原

則
と
し
ま
す
。
入
園
料
を
徴
収
す
る
な
ど
、
営
業
目

的
の
場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

《
応
募
方
法
》
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
生
涯
学
習
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

《
応
募
締
切
》
７
月
31
日
金 

《
審
査
方
法
》
応
募
作
品
（
花
壇
等
）
を
直
接

視
察
し
、
審
査
し
ま
す
。（
９
月
中
旬
予
定
）

　

審
査
は
、
仙
北
市
生
涯
学
習
奨
励
員
が
行

い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
生
涯
学
習
課

迎
え
、
代
表
作
の
１
つ
で
あ
る
「
山
の
湖

の
物
語
」
を
中
心
に
、
千
葉
氏
の
幼
少
か

ら
晩
年
ま
で
の
生
活
環
境
や
時
代
背
景
、

ま
た
、
様
々
な
人
生
の
転
換
期
に
つ
い
て

解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

奥
田
先
生
は
、「
千
葉
氏
は
地
域
の
誇
り

で
あ
り
、
様
々
な
名
作
を
書
き
上
げ
た
直

木
賞
作
家
で
す
が
、
地
元
で
の
知
名
度
が

低
い
こ
と
が
残
念
で
す
。
も
っ
と
文
学
に

つ
い
て
の
興
味
を
持
ち
、
千
葉
治
平
文
学

を
世
に
広
め
て
欲
し
い
」
と
話
さ
れ
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

講師の元角館町教育長
奥田敦夫先生

作った作品は、陶芸学科の皆さ
んが焼き上げてくれますので、
後日受取に来ていただきます。
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